
＜カプセル小腸内視鏡検査＞ 

適応疾患：小腸疾患が既知または疑われる患者さん 

例）原因不明の消化管出血（OGIB）、クローン病、小腸腫瘍、消化管ポリポー

シス、小腸血管性病変、蛋白漏出性腸症、吸収不良症候群、NSIIDs 起因性消化

管傷害、放射線腸炎、腹腔内手術後など 

消化管開通性検査：パテンシーカプセル内服後、排便時に回収キットで回収し

原型排泄を確認します。パテンシーカプセル内服 30～33 時間後に原型排泄を確

認できなければ CT で大腸到達を確認、消化管開通性を確認できた症例のみカプ

セル小腸内視鏡検査を施行します。 

カプセル小腸内視鏡検査：朝 6 時に下剤内服、9 時に内視鏡室で受信装置装着の

上、カプセル内視鏡を内服、小腸到達確認後に飲水開始、２時間後から食事開

始、夕方に大腸到達確認後に受信装置を取り外しで検査終了です。検査終了後

にワークステーションに画像をダウンロードし読影、後日結果説明となります。 

入院精査の場合、上下部消化管内視鏡検査、CT などもあわせて５日間程度、消

化管開通性検査とカプセル内視鏡検査のみの場合は４日間程度、検査目的入院

の場合は後日外来で結果説明となります。外来での検査も可能ですが、ご高齢、

パテンシーカプセルの回収の難しい方などの場合は入院精査をお勧めしていま

す。 
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（西暦）      2019 年 12 月 6 日 

カプセル内視鏡検査のため当院に入院・通院されていた患者さんの診療情報を用いた

臨床研究についてのお知らせ 

 

はじめに 

当院では最適な治療を患者さんに提供するために、病気の特性を研究し、診断法、治療法の改善

に努めています。このような診断や治療の改善の試みを一般に「臨床研究」といいます。カプセル

内視鏡検査を施行された患者さんを対象として、臨床病理学的特徴、臨床病理学的特徴、病変検出

能、適切な処置法に関する「臨床研究」を行っています。 

本研究は九州大学病院消化管内科を中心とした他施設共同研究で当施設は共同研究施設になりま

す。本研究ではカプセル内視鏡検査を施行された患者の登録システムを作成することにより、臨床

病理学的特徴、病変検出能、適切な処置法との関連を解析し、その後、追跡することで検証を行

うことが可能になると考えています。 

  

対象 

この研究の対象となるのは承認日から令和6年3月31日までに当院消化器内科でカプセル内視鏡検

査を実施された患者さんです。 

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨、下部連絡先までご連絡をお願いします。 

 

【試料・診療情報等の項目】 

試料：なし 

診療情報等：①小腸カプセル内視鏡、パテンシーカプセル、大腸カプセル内視鏡に関する情報(検

査施行日、検査目的、前処置、消化管通過時間、検査所見、合併症) 

②臨床所見（施設名、患者番号、検査時年齢、性別、病歴、症状、使用薬剤、基礎疾患、既往

歴） 

③血液所見（WBC、Hb、TP、Alb、CRP、CEA、CA19-9、sIL-2R） 

④画像所見(内視鏡所見、X線所見、CT所見、MRI所見) 

⑤病理学的所見 

⑥治療 

⑦経過(最終診断)・予後 

 

【試料/情報の他の研究機関への提供および提供方法】 

当院で匿名化した上記情報を USBメモリーで九州大学病院へ郵送します。 

 

研究課題名 

カプセル内視鏡検査を中心とした消化管疾患データベース研究（多施設共同研究） 

【共同研究の研究代表機関及び研究代表者（試料・情報の管理責任者）】 

研究代表機関（研究代表者）：九州大学大学院医学研究院病態機能内科学 教授 北園孝成 

試料・診療情報等の提供先：九州大学病院消化管内科 

研究内容 

 【方法を記載】 

対象となる患者さんを登録し、下記の臨床情報を診療録より取得します。 

①小腸カプセル内視鏡、パテンシーカプセル、大腸カプセル内視鏡に関する情報(検査施行日、

検査目的、前処置、消化管通過時間、検査所見、合併症) 
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②臨床所見（施設名、患者番号、検査時年齢、性別、病歴、症状、使用薬剤、基礎疾患、既往

歴） 

③血液所見（WBC、Hb、TP、Alb、CRP、CEA、CA19-9、sIL-2R） 

④画像所見(内視鏡所見、X線所見、CT所見、MRI所見) 

⑤病理学的所見 

⑥治療 

⑦経過(最終診断)・予後 

・当院で匿名化した上記情報を USBメモリーで九州大学病院へ郵送します。 

以上により得られたデータを用い、検査・治療の有効性、安全性（偶発症）、疾病頻度、臨床像、長

期予後（経過）を評価し、消化管疾患における学術的評価を確立する予定です。 

 

個人情報の管理について 

1） 本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、①小腸カプセル内視鏡、パテンシーカプセル、大腸

カプセル内視鏡に関する情報(検査施行日、検査目的、前処置、消化管通過時間、検査所見、合

併症)、②臨床所見（施設名、患者番号、検査時年齢、性別、病歴、症状、使用薬剤、基礎疾患、

既往歴）、③血液所見（WBC、Hb、TP、Alb、CRP、CEA、CA19-9、sIL-2R）、④画像所見(内

視鏡所見、X 線所見、CT 所見、MRI 所見)、⑤病理学的所見、⑥治療、⑦経過(最終診断)です。

その他の個人情報（住所、電話番号など）は一切取り扱いません。 

2） 本研究で取り扱う患者さんの診療情報は、個人情報をすべて削除し、第３者にはどなたのもの

かわからないデータ（匿名化データ）として使用します。 

3） 患者さんの個人情報と匿名化データを結びつける情報（連結情報）は、本研究の個人情報管理

者が研究終了まで厳重に管理し、研究の実施に必要な場合のみに参照します。また、研究終了

時に完全に抹消します。 

4） 当院で匿名化した上記情報を USB メモリーで九州大学病院へ郵送します。 

 

研究期間 

承認日〜 2025 年 3 月 31 日（予定） 

 

医学上の貢献 

 本研究により被験者となった患者さんが直接受け取ることができる利益はありません。しかし、

本研究によりカプセル内視鏡検査を施行された患者さんの臨床病理学的特徴、臨床病理学的特徴、

病変検出能、適切な処置法が明らかになる事により、新たな知見が得られることで科学への貢献が

為され、社会への貢献が達成されると考えられます。 

  

研究実施機関 

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 消化器内科 

九州大学病院消化管内科 

日本赤十字社 松山赤十字病院 胃腸センター 

公立学校共済組合 九州中央病院 消化器科 

遠賀中間医師会おんが病院 内科 

日本赤十字社 山口赤十字病院 消化器内科 

 

【当院での研究責任者】所属 消化器内科 職名 部長  氏名 尾石 義謙  

 

【利用する者の範囲】 

所属 消化器内科  職名 部長  氏名 尾石 義謙  

所属 消化器内科  職名 医員  氏名 鷲尾 恵万  
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所属 消化器内科  職名 医員  氏名 岩崎 一秀  

所属 消化器内科  職名 医員  氏名 野坂 佳愛  

 

お問い合わせ先 

本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 

【対応者の氏名・所属・連絡先（ダイアルイン電話番号、FAX、E-メールアドレス等）、および対

応する時間帯（制限がある場合）を記載のこと】 

浜の町病院 消化器内科 尾石 義謙 

電話番号 092-721-0831 

月曜日から金曜日 9 時から 17 時まで  

 

 

 

 

 

以上 


